
令和２年度地域課題対応人材育成事業「地域コアリーダープログラム」 
概  要 

 

多様な個人が能力を発揮しつつ、自立して共に社会に参加し支え合う「共生社会」を、地域において築いていくためには、

住民や非営利団体、行政機関等による取組の充実が必要不可欠である。こうした認識の下、高齢者分野、障害者分野及び青

少年分野の課題解決に向けた取組に携わる日本青年を、先進事例のある外国に派遣し、組織で活動する青年リーダーとの交

流を通じて、各分野の課題対応の方策とともに、組織の運営、関係機関等との連携及び人的ネットワーク形成に当たって必

要となる実務的な能力の向上を図ることを目的として実施する。 

令和２年度事業では、高齢者分野についてオランダ王国、障害者分野についてニュージーランド、青少年分野についてデ

ンマーク王国を交流対象国とし、日本青年等を派遣するとともに、各国から青年を日本に招へいすることとしている。 

 

＜日本青年海外派遣の概要＞      （注）本概要は令和２年度予算案に基づく令和２年1月時点の予定であり、           

訪問国及び日程は、今後変更することがある。 

１ 派遣プログラム 

（１）訪問国 

高齢者分野はオランダ王国、障害者分野はニュージーランド、青少年分野はデンマーク王国を訪問 

（２）訪問日程 

令和２年11月27日（金）から12月６日（日）までの10日間 

（３）派遣人員 

 各訪問国に、それぞれ団長１人及び参加青年８人の計９人を派遣 

（４）訪問国における活動 

活動分野ごとに、各テーマに基づき社会活動の現場の視察や意見交換等を行う。 

高齢者分野：「高齢者自立支援に必要な連携」 

障害者分野：「地域における障害者の社会参画の更なる拡大」 

青少年分野：「子供・若者の育成支援に関わる人材の養成」 

（５）渡航手段 

渡航に用いる交通手段は、航空機とする。 

 

２ 研 修 

  青年海外派遣の効果を最大限に高めるため、参加青年に対して以下の研修を実施する（東京都内等で合宿形式により

実施）。 

（１）事前研修 

ア 時期及び期間 

令和２年７月17日（金）から19日（日）９月25日（金）から27日（日）までの３日間（２泊３日） 

イ 研修目的 

事業の趣旨、内容及び訪問国等についての理解を深め、必要な諸準備を行うとともに、参加青年としての心構え

や訪問国における活動の基本を習得、併せて出発前研修までの自主研修期間の準備と目標を明確にする。 

（２）出発前研修 

ア 時期及び期間 

令和２年11月25日（水）、26日（木）の２日間（11月25日から出発日である27日までの間、２泊する。） 

イ 研修目的 

訪問国における諸活動の最終準備と確認等を行う。 

 

（３）帰国後研修 



ア 時期及び期間 

令和２年12月７日（月）から８日（火）までの２日間（帰国日である６日から２泊する。） 

イ 研修目的 

事業成果を取りまとめ、その成果を踏まえた事業終了後の諸活動への理解を深めるとともに、共生社会フォー

ラム参加に向けての諸準備を行う。 

 

（４）共生社会フォーラム参加研修 

ア 時期及び期間 

令和３年２月13日から16日までの４日間、合宿形式で「共生社会フォーラム」を行う。 

イ 研修目的 

   外国青年招へいで来日した主に非営利セクターに所属する外国青年と共にディスカッション等を行う。 

【参考】外国青年招へいプログラム 

招へい国  ：オランダ王国、ニュージーランド、デンマーク王国 

招へい期間 ：令和３年２月３日（水）～２月17日（水）（15日間） 

招へい青年数：各国９人（団長を含む） 

 

３ 構成員の任務と選任等 

（１）任 務 

ア 団長は、派遣団を代表するとともに、参加青年を指導し、派遣団の活動を統括する。 

イ 参加青年は、団長の指揮に従い、団体行動の下に、研修及び派遣プログラムに参加し、団務を分担する。 

  また、事前研修後の自主研修期間にあっては、訪問国についての知識や語学能力の向上に励むとともに、 

我が国の歴史や社会情勢の認識を深めるなど、積極的に派遣プログラムの準備に努めなければならない。 

ウ 団長及び参加青年は、令和３年２月13日（土）から16日（火）に開催される「共生社会フォーラム」に参加

し、青年はフォーラム最終日に事業修了証の交付を受ける。 

エ 団長及び参加青年は、帰国後、活動報告書を定められた期限内に内閣府に提出する。 

オ 参加青年は、事業参加後およそ１年後、５年後、10年後に内閣府が行うフォローアップ調査（活動状況等）に回

答する。 

（２）選任等 

ア 団 長 

内閣府が任命又は委嘱する。 

イ 参加青年 

都道府県知事（青年国際交流主管課(室)が教育委員会に属する場合には、教育長）又は全国的組織を持つ青少年

団体等の代表者から第１次選考を経て推薦された者の中から、内閣府が選考し、決定する。 

 

４ 経 費 

（１） 事業の実施のための経費（（２）及び（３）に掲げるものを除く。）は、出発前研修に参加するために必要な交通 

費及び帰国後研修終了後帰宅するために必要な交通費並びに共生社会フォーラムへの参加するために必要な交通費   

（東京23区内在住の者を除く。）を含め、内閣府が負担する。 

（２） 次に掲げる経費は、参加青年本人の負担とし、参加費として参加青年から徴収する。（15万円～17万円程度。訪問

国によって異なる。） 

  ア 渡航に要する往復航空運賃の一部 （※1） 

イ 事前研修、出発前研修及び帰国後研修並びに共生社会フォーラムにおける宿泊料等及び食費 

ウ 旅行保険料等 

（３） その他、以下の経費についても参加青年本人の負担とする。 

  ア 事前研修に参加するための往復旅費 

 イ 旅券発行手数料、予防接種料 

 ウ 疾病又は傷害の治療費用及びそれに付随する費用 



  エ 小遣いその他の個人の用に必要な経費 

  オ 日本における事後活動組織である日本青年国際交流機構への事後活動研修費（３万円）（※2） 

 

（※1）往復航空券については、事前研修終了後、参加青年として決定された者に対して、発券作業が行われる。発券後、

事業参加を辞退し、航空券のキャンセル料が発生する場合、キャンセル料は青年の一部負担する金額の範囲内で

青年が負担するものとする。 

（※2）内閣府の青年国際交流事業に参加した青年等が自主的に組織している事後活動組織「日本青年国際交流機構」 

では、会員たちが事業参加の経験とネットワークを生かしながら、様々な形で社会に携わる活動を行っている。 



1. オランダ派遣団（高齢者分野） 
団テーマ 

オランダ王国における多様性に富んだ共生社会のあり方を学んで、地域や人とのつながりのなかで高齢者も自己決定

ができ、その人らしく暮らせる社会を目指す。 

 

行動記録 

日付 時間 行 動 内 容 

11 月 15 日 

（金） 

11:25 成田国際空港発（KL862） 

15:30 アムステルダム空港着                （アムステルダム泊） 

11 月 16 日 

（土） 

9:00-9:30 オリエンテーション 

9:30-11:00 ヴァン・ゴッホ・ミュージアムを見学 

11:30-12:45 ボートツアー 

14:00-16:00 デ・ワレン地区を視察                 （アムステルダム泊） 

11 月 17 日 

（日） 

午前 アムステルダム国立美術館を見学 

午後 自主学習                        （アムステルダム泊） 

11 月 18 日 

（月） 

9:00-17:00 ナイエンローデで活動 

 フンディス・ホールディングスについて説明 

 アンボ高齢者ユニオンについて説明 

 イジェローデ・ビジネス大学による講義 

 ナイエンローデ城を見学 

 ヴィランスについて説明                   （ハウダ泊） 

11 月 19 日 

（火） 

8:30-10:00 ハウダ市内を視察 

10:30-12:00 フンディスを訪問 

 フィアシュトロームについて説明 

 フィアシュトローム・ゾルフ・タイスによる認知症高齢者の介護につ

いて講義 

14:30-16:45 ケアファーム「ヘットボーアエルフ」を訪問 

17:30-18:15 在オランダ日本国大使館を訪問 

 大使公邸にて歓迎会                    （ハウダ泊） 

11 月 20 日 

（水） 

9:00-10:30 高齢者施設「ローゼンタイン」を訪問 

10:45-12:30 パレート・ウェルズィンを訪問 

13:30-14:30 入居施設「ヴィヴァルディ」を訪問 

 ヘルプ・トゥイス（フィアシュトロームのサービス）について説明 

15:00 ホームステイ                        （ホームステイ泊） 

11 月 21 日 

（木） 

9:00-10:30 ヴィランスを訪問 

 高齢者の回復期ケアについて講義 

13:30-18:00 シンポジウム 

 フンディスによる日本視察プログラムの報告 

 基調講演「持続可能な高齢者介護に向けて」 

 基調講演「日本の少子高齢化」 

※令和元年度実施済み日程 



 派遣団によるプレゼンテーション 

 インフォーマルネットワーキング         （アムステルダム泊） 

11 月 22 日 

（金） 

午前 アムスタ・デ・ポートを訪問 

午後 自主学習 

18:30-20:30 歓送会                          （アムステルダム泊） 

11 月 23 日 

（土） 

午前 評価会 

11:35 アムステルダム空港へ移動 

14:35 アムステルダム空港発（KL861）                 （機内泊） 

11 月 24 日 

（日） 

9:45 成田国際空港着 

 



2．イタリア派遣団（障害者分野） 

団テーマ 

イタリアにおけるインクルーシブ教育を基盤とした地域共生社会のあり方や風土を学び、多様性を認め

支えあい、生涯を通して共に、暮らしをデザインする社会を目指す。 

 

行動記録 

日付 天候 時間 行 動 内 容 

11 月 15日 

（金） 

晴 

 

14:00 成田国際空港発（AZ785） 

19:00 ローマ、フィウミチーノ国際空港着                          （ローマ泊） 

11 月 16日 

（土） 

曇り 9:25-12:45 ヴァチカン博物館を訪問 

 視覚障害者を考慮した展示・案内方法の説明 

13:45-15:25 ホームビジット 1                                    （ローマ泊） 

11 月 17日 

（日） 

曇り

時々

雨 

9:50-12:20 ホームビジット ２  

13:00-17:00 招へい青年とローマ市内視察                            （ローマ泊） 

11 月 18日 

（月） 

曇り

時々

雨 

9:30-11:35 在イタリア日本国大使館を訪問 

11:45-14:50 家族・障害担当省を訪問 
 

家族・障害担当省、障害者協会（FISH）、障害者協会全国連盟（FAND）、全国障害

者家族協会（CONFAD）、社会保障機構（Inps）の紹介と意見交換 

16:05-17:55 ローマ市庁舎を訪問                                  （ローマ泊） 

11 月 19日 

（火） 

曇り 9:55-12:55 筋ジストロフィーと戦うイタリア連合を訪問 

14:35-16:10 神経筋オムニ治療センターを訪問 

17:20-19:00 スペシャルオリンピックス協会を訪問                              （ローマ泊）                 

11 月 20 日 

（水） 

曇り 9:40-12:45 

14:20 

16：45 

17:00-19:05 

アントニオ・ロスミニ小学校を訪問 

テルミニ駅発 (Frecciarossa 151 号) 

ボローニャ駅着 

社会的協同組合を訪問                                 （ミラノ泊） 

11 月 21日 

（木） 

曇り 9:15-14:00 カリプロ財団を訪問 

14:20-18:40 視覚障害研究所を訪問                                 （ミラノ泊） 

11 月 22日 

（金） 

晴 

 

9:10-13:10 

17:15-21:05 

サン・ラファエレ・テレソン遺伝子療法研究所（SR-Tiget）を訪問               

マジカ・ムジカ協会を訪問                                （ミラノ泊） 

11 月 23日 

（土） 

晴 

 

 

10:00 

11:10 

14：55 

ミラノ、リナーテ空港発（AZ2039） 

ローマ、フィウミチーノ国際空港着 

ローマ、フィウミチーノ国際空港発（AZ784）                      （機内泊）                      

11 月 24 日 

（日） 

晴 11:15 成田国際空港着 

 



3．フィンランド派遣団（青少年分野） 

団テーマ 

Co-creating Future of Child & Youth Education 

フィンランドの子ども・若者に関わる教育、福祉、起業家育成まで、多様な“学びの実践”と出会います。

そこでの対話・経験を通して未来を「共創」「提案」「体現」します。 

行動記録 

日付 時間 行 動 内 容 

11 月 15日 

（金） 

11:55 成田国際空港発（AY074） 

15:20 ヘルシンキ・ヴァンター国際空港着                        （ヘルシンキ泊） 

11 月 16日 

（土） 

8:30-9:30 ブリーフィング 

10:00-11:00 ヘルシンキ中央図書館「オーディ」を見学 

11:00-13:00 

 

 

 

13:00-14:00 

オリエンテーション 

ユースアカデミーの紹介 

コア既参加青年による歓迎セッション 

ホームステイマッチング 

昼食歓迎会 

ホームステイ                                    （ホームステイ泊） 

11 月 17日 

（日） 

終日 ホームステイ 

18:00 ホームステイ終了                                  （ヘルシンキ泊） 

11 月 18日 

（月） 

9:00-13:00 フィンランド国立青年評議会「アリアンシ」を訪問 

 団体概要の説明 

フィンランドにおける非営利組織のユースワークについて説明 

フィンランドにおける教会のユースワークについて説明 

フィンランドやヘルシンキ市における行政機関のユースワークについて説明 

13:40-15:30 デジタルユースワーク専門技術センター「ヴェルケ」を訪問 

16:00-17:00 在フィンランド日本国大使館を訪問                       （ヘルシンキ泊） 

11 月 19 日 

（火） 

9:30-12:00 教育文化省を訪問 

 表敬訪問 

 ユースワークと青少年法における政府の役割について説明 

 青少年に対する EU のプログラムについて説明 

 青少年とメンタルヘルスについて説明 

14:15-17:00 青少年活動ハウス「キピナ」を訪問                        （ヘルシンキ泊） 

11 月 20日 

（水） 

9:00-10:30 フィンランド・スカウト連盟を訪問 

12:00-13:30 LGBTI 権利団体「セタ」を訪問 

14:30-16:30 モンテッソーリ幼稚園「モンツァ」を訪問  

モンテッソーリの教育手法を園児との交流を通して体験 

モンテッソーリ教育の概要及び幼稚園の運営体制を説明 

（タンペレ泊） 



11 月 21日 

（木） 

9:00-13:00 サモン小中学校を訪問 

 フィンランドにおける小学校と中学校の教育システムについて説明 

 クラス見学と児童との交流 

 学校給食 

14:00-17:30 タンペレ大学を訪問 

フィンランドの高等教育システムについて説明 

教員・学生と交流 

フィンランドにおけるユースワークの教育と研究について説明       （タンペレ泊） 

11 月 22日 

（金） 

8:30-10:00 

13:00-15:00 

18:00-21:00 

ユースセンター「モニトイミタロ 13」を訪問 

ミーアンドマイシティを訪問 

歓送会                                          （エスポー泊） 

11 月 23日 

（土） 

10:00-12:00 評価会 

13:45 ヘルシンキ・ヴァンター国際空港へ移動 

17:30 ヘルシンキ・ヴァンター国際空港発（AY073）                     （機内泊） 

11 月 24日 

（日） 

10:00 成田国際空港着 
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